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2科学者委員会 学術研究振興分科会（25期）について

設置目的：学術研究や研究資金に関する検討を行う。

・25期（令和3年1月28日設置）の３つの課題・審議事項： 

①重要な学術研究の推進（多額の予算を必要とする研究計画の企画、
推進方策）に関する検討

②研究資金（科研費・寄付金等）に関する諸問題の検討

③研究評価基準に関する問題の整理と課題の抽出

委員長：光石 衛   副委員長：丹下 健   幹事：日比谷潤子、山崎典子

提言：｢未来の学術振興構想(2023年版)｣（令和5年9月25日発出）

・未来の学術振興構想評価小委員会による募集提案の審査
 （会員51名および連携会員21名）



3未来の学術振興に関する基本方針



4未来の学術振興構想のイメージ（１）



5未来の学術振興構想のイメージ（２）



6提言「未来の学術振興構想（2023年版）」と分野別提案件数



7「未来の学術振興構想（2023年版）」のグランドビジョン一覧



8科学者委員会 学術研究振興分科会（26期）について

委員長：森田 一樹③  副委員長：山本 晴子②  幹事：早川 誠①、山崎 典子(連)

委員：岩崎 博史②、奥村 幸子③、玉腰 暁子②、丹下 健(連)、中野 貴由③、  

野口 晴子①、藤原 康弘②、前川 知樹(連) 、光石 衛③、宮川 剛(連)

未来の学術振興構想評価小委員会委員：56名

目的：提言「未来の学術振興構想(2023年版)」のフォローアップ

活動内容：学術研究振興分科会開催（第１～11回）

 未来の学術振興構想評価小委員会（第１～４回）

学術フォーラム「未来の学術振興構想 ー実現に向けてー」開催（令和６年10月４日）

市民公開講座「未来の学術振興構想 共に創ろう30年後の日本」（令和８年９月12日）

 意思の表出｢未来の学術振興構想(2023年版)｣の改訂



9学術フォーラム「未来の学術振興構想 ー実現に向けてー」

・提言策定経緯、各分野のグランドビジョン・提案説明 ６件

・日本の学術の現在と未来の学術振興構想 ２件

・学術研究構想とグランドビジョンの実現に向けた課題 ３件

出席者
関係者以外現地参加：39名
最大視聴者：192名
アンケート回答者：20名



10学術研究構想とグランドビジョンの実現に向けた課題

学術フォーラム講演者・出席者および学協会アンケートから出た意見

・研究力強化に対する学術界の意思表出の重要性

  ・骨太プログラム、ロードマップ、政策立案者への働きかけの重要性

・認知度を高め、各省庁や企業が予算付け可能な仕組みの構築

・学協会への周知方法の改善

・誰にむけて発信し、どのように活用するのか

・国民にわかりやすい言葉で書くべき

  ・国民や人類へのメリットが説明不足

・キャッチアップ型の説明が多いが日本の強みを強調することも重要

・19のグランドビジョンの重なりや関係を表現する図があると解りやすい

・定期的な（最低５年に１度）見直しは必要 



11「未来の学術振興構想（2023年版）」の改訂へ向けて

〇 大幅な見直しはせず、19のグランドビジョン実現及びより一層の充実を目指す。

〇 【応募区分 Ｉ】「学術の中長期研究戦略」の追加募集と、【応募区分 ＩＩ】 「未来の

学術振興構想（2023年版）」に掲載の「学術の中長期研究戦略」の改訂 に大別。

・応募の際には、関連する既存の19のグランドビジョンの番号を挙げる。（関連する

グランドビジョンがないものも応募可）

・提言「未来の学術振興構想（2023年版）」に掲載の「学術の中長期研究戦略」は、

引き続き「未来の学術振興構想」改訂版に掲載する。

・引き続き掲載するが「学術の中長期研究戦略」の中の「ビジョン」や「学術研究構

想」の積極的なブラッシュアップを促す。その際、学術研究構想の進展、国内外

の研究の動向、所属するグランドビジョンとの関連や同じグランドビジョンに所属

する他の「学術の中長期研究戦略」の内容を十分に踏まえる。 



12第26期「未来の学術振興構想」の改訂方針について

１．背景と目的

２．策定の意義

３．「未来の学術振興構想」の改訂

１）改訂プロセス

２）公募（追加募集）

３）「未来の学術振興構想」に掲載の「学術の中長期研究戦略」の改訂

４）提案者

４．利益相反

５．スケジュール



13「学術の中長期研究戦略」の公募要領について

１．未来の学術振興構想の背景と目的

２．「学術の中長期研究戦略」の公募等

３．公募等の対象
１）応募区分Ⅰ：追加募集
２）応募区分Ⅱ：提言「未来の学術振興構想（2023年版）」に掲載の「学術の中長

期研究戦略」の改訂

４．提案者

５．公募等期間 2025年４月１日(火)～2025年10月１日(水) （意向表明締切 8/1）

６．応募方法 応募区分に応じたURLの様式に従い、ウェブで応募

７．提案書の記載内容 記入項目、内容、分量等の詳細 Web参照

８．説明会の開催 2025年４月24日（木） 16時～17時 要Web登録

９．ご質問、お問い合わせ URL：https://forms.office.com/r/WNpFL7WT6F

10．その他



14応募された「学術の中長期研究戦略」の審査について

• 未来の学術振興構想評価小委員会委員56名による審査

• ワーキンググループの設置なし

• 各グランドビジョンを担当する小委員会委員が、それぞれの区分Ⅰおよび
区分Ⅱに応募された提案を審査

○ 審査（○ ×）の観点

ⅰ【学術振興の「ビジョン」について】

ア 「ビジョン」の豊かさ

イ 「ビジョン」を実現するための学術研究構想となっているか

ⅱ【学術研究構想について】

ア 学術上の意義又は社会的な価値 イ 成熟度

ウ 優位性 エ 必要性

必要に応じて小委員会委員によりグランドビジョンを改訂

採択：区分Ⅰ    23件
区分Ⅱ  174件



15「未来の学術振興構想（2026年版）」のグランドビジョン一覧

文化論と歴史学のグローバル化による文系諸学の再構築と国際協働

ウェルビーイング

人



16「未来の学術振興構想（2023年版）」の改訂について

ウェルビーイングの創出

包摂社会の実現



17（前倒し）「学術の中長期研究戦略」のフォローアップ活動

○市民公開講座 （サイエンスアゴラ2026 出展企画）：

「未来の学術振興構想 共に創ろう30年後の日本」

○令和８年９月12日 10時30分～12時

○講演８件 （８「グランドビジョン」から各1件の「学術
の中長期研究戦略」を紹介）

○総合討論：文部科学省 近藤潤 研究開発戦略課長

○来賓：三谷英弘 衆議院議員
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